
STEP①

計算STEP

①3用途毎に基準一次エネルギー消費量を算出（E住宅、∑E事、∑E飲 ） ※現WEBプログラムと同様の内容を入力することで算出される。（プログラム自体は若干改良）

②3用途毎の基準一次エネルギー消費量に、星水準表の係数を乗じて、当該建築物の星基準一次エネルギー消費量を算出
③設計一次エネルギー消費量が星基準一次エネルギー消費量を下回ることを確認

新BELSの星５段階の水準についての考え方 参考資料1

1

室名 建物用途 室用途
基準一次
エネルギー
【GJ/年】

会議室A 事務所等 会議室 E4

ホールA 飲食店等
レストランの
客室

E5

厨房A 飲食店等 厨房 E6

室名 建物用途 室用途
基準一次
エネルギー
【GJ/年】

事務室A 事務所等 事務室 E1

事務室B 事務所等 事務室 E2

廊下 事務所等 廊下 E3

基準一次エネルギー【GJ/年】

E住宅

∑E事 = E1 + E2 

+ E3 + E4

∑E飲 = E5 + E6

E住宅

飲食店

事務所

共同住宅

【分類と星水準（案）】

☆ 住宅
非住宅用途１
（事務所等、
学校等）

非住宅用途2

（ホテル等、
病院等、
飲食店等）

☆☆☆☆☆ ０．８ ０．６ ０．７

☆☆☆☆ ０．８５ ０．７ ０．７５

☆☆☆
（誘導基準）

０．９ ０．８ ０．８

☆☆
（省エネ基準適合）

１．０ １．０ １．０

☆ １．１ １．１ １．１

五つ星基準一次エネルギー消費量 E☆5 = E住宅× 0.8 + ∑E事× 0.6 +∑E飲× 0.7

二つ星基準一次エネルギー消費量 E☆2 = E住宅× 1.0 + ∑E事× 1.0 +∑E飲× 1.0

三つ星基準一次エネルギー消費量 E☆3  = E住宅× 0.9 + ∑E事× 0.8 +∑E飲× 0.8

四つ星基準一次エネルギー消費量 E☆4  = E住宅×0.85 + ∑E事× 0.7 +∑E飲×0.75

☆☆

☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆☆☆

【分類と計算イメージ】

≧ 設計一次エネルギー
消費量【GJ/年】

●特に高度な省エネ性能となる住宅・建築物は、用途によって削減率の達成し易さが異なるため、住宅と非住宅2種類の
3用途に分類した上で、それぞれ星の水準を設定する。

星毎の基準一次エネルギー消費量算出方法

STEP② STEP③

住宅・建築物の省エネラベリング制度検討委員会（第3回）資料


